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６
月
25
日
（
金
）、
宇
都
宮
市
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
て
第
51
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
代
議
員
、
役
員
、
書
記
局
等
合
わ
せ
て
55
名
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
点
か
ら
、
大
会
時
間
の
短
縮
の
実
施
、
来
賓
の
参
加
を
求
め

ず
、
参
加
代
議
員
枠
の
縮
小
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

江
連
中
央
執
行
委
員
長

は
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、

「
本
来
で
あ
れ
ば
大
会
に

合
わ
せ
て
50
周
年
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
予
定
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
断
念
し

た
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、
国
保
予
算
要

請
ハ
ガ
キ
行
動
は
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
現
行
水

準
の
確
保
が
出
来
た
。
51

期
か
ら
は
、
再
び
青
年
部

長
を
執
行
部
の
一
員
と
し

て
迎
え
入
れ
、
組
織
全
体

の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
は
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
登
録
申
請

が
は
じ
ま
る
の
で
、
し
っ

か
り
組
合
員
に
対
し
て
学

習
や
制
度
の
周
知
を
図
り

た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

代
議
員
に
対
し
て
、
事

前
に
大
会
議
案
書
等
を
送

付
し
、
限
ら
れ
た
時
間
で

活
発
に
意
見
交
換
が
出
来

る
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し

た
。
大
会
で
挙
が
っ
た
意

見
、
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
基
幹
会
議
や
部
会

等
で
し
っ
か
り
と
議
論
を

す
す
め
ま
す
。　

　

採
決
の
結
果
、
第
50
期

の
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、

会
計
監
査
な
ら
び
に
第
51

期
の
運
動
方
針
・
予
算
、

役
員
改
選
、
書
記
局
規
定

の
改
定
等
、
そ
の
他
の
提

案
等
が
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
組
合
代
議

員
よ
り
、
あ
る
書
記
局
員

へ
の
懲
戒
処
分
の
緊
急
動

議
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

採
決
さ
れ
、
執
行
部
に
対

応
が
一
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
な
お
、

私
た
ち
の
組
合
活
動
に
大

き
な
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
困
難
を
乗
り
越
え
る
絆

を
長
年
培
っ
て
き
た
こ
と

も
事
実
で
す
。
組
織
拡
大

や
要
請
ハ
ガ
キ
行
動
等
、

出
来
る
事
を
大
切
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
組
合
員
・
家

族
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

第
51
回
定
期
大
会
で
中

央
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ

た
飯
村
英
雄
で
す
。
青
年

部
長
を
務
め
ま
す
。
青
年

層
に
対
す
る
期
待
を
肌
で

感
じ
て
い
ま
す
。
青
年
層

の
要
求
実
現
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
組
合
で
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

活
か
し
て
、
基
本
組
合
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
建
設
栃

木
を
良
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
青
年
部
長

飯
村
　
英
雄

第
51
・
52
期
　
執
行
部
役
員
一
覧
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

菊
の
花

は
白
や
黄

色
や
ピ
ン

ク
な
ど
様

々
な
彩
り

で
咲
き
誇

り
ま
す
。菊

は
皇
室
の

紋
に
も
使
用
さ
れ
、
日
本
の

花
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
か
ら

江
戸
時
代
に
入
っ
て
き
た
古

典
菊
と
欧
米
で
生
み
出
さ

れ
た
洋
菊
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

食
用
菊
も
あ
り
、
お
ひ
た
し

や
天
ぷ
ら
に
し
て
食
し
ま
す
。

食
用
菊
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
は
、
疲
れ
目
に
効
く

と
さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
老

化
対
策
に
役
立
ち
ま
す
。

　

残
暑
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
で
す
ね
。
月
半
ば
を
過

ぎ
る
と
朝
夕
涼
気
を
感
じ

ま
す
。
こ
の
時
期
は
夏
場

の
疲
れ
が
表
面
化
し
、
暑

さ
の
た
め
に
消
化
器
系
統

が
弱
く
な
り
、
健
康
を
害

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

体
調
管
理
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。　

　

例
年
、
こ
の
季
節
は
台

風
が
襲
来
し
ま
す
。
九
月

一
日
は
防
災
の
日
で
す
。

日
頃
か
ら
の
備
え
が
必
要

で
す
。
家
族
で
危
機
管
理

等
を
話
し
合
う
良
い
機
会

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

終
わ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

渦
の
中
で
開
催
に
対
す
る

賛
否
も
あ
り
ま
し
た
が
、

選
手
た
ち
の
頑
張
り
に
は

心
よ
り
拍
手
を
送
り
た
い

で
す
。教

宣
部
長　

加
藤
記

役　
　

職

氏　
　

名

所
属
支
部

中
央
執
行
委
員
長

江　

連　

俊　

之

塩　

谷

副
中
央
執
行
委
員
長

飯　

島　
　
　

貢

喜
連
川

書

記

長

水　

沼　

孝　

明

芳　

賀

書　

記　

次　

長

久
保
田　

由
紀
夫

本
部
直
轄

中
央
執
行
委
員

星　
　
　
　
　

光

高　

林

〃

木　

村　

成　

浩

鹿　

沼

〃

平　

野　

英　

雄

今　

市

〃

大　

貫　

正　

良

栃　

木

〃

酒　

井　

高　

宏

藤　

岡

〃

加　

藤　

昌　

次

宇
都
宮

〃

飯　

村　

英　

雄

鹿　

沼

会

計

監

査

大　

類　

一　

義

西
那
須
野

〃

徳　

永　

和　

彦

日　

光

〃

酒　

井　

信　

之

藤　

岡

様
々
な
提
案
を
す
る
　
　

　
　
代
議
員
の
皆
さ
ん

新
た
な
執
行
体
制

51 年目も力を合わせてガンバロウ

飯
村
英
雄
青
年
部
長

中
央
執
行
委
員就任

あ
い
さ
つ

第 51 回定期大会

長
年
培
っ
た
絆
を
信
じ
て

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
よ
う

これから先も

共に歩もう
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大会諸役員
【議長団】	 宮内　不二男（芳賀）、吉澤　隆（足利）
【資格審査委員会】	 ☆押山　俊夫（佐野）、大貫　誠一（高根沢）、
	 薄井　不二也（上河内）
【議事運営委員会】	 ☆塚越　悌二（石橋）、薄井　正美（西那須野）、
	 酒井　雄司（藤岡）
【選挙管理委員会】	 ☆小原　清徳（矢板）、後藤　裕（那須）、
	 金田　浩行（宇都宮）、鈴木　義行（鹿沼）、
	 加藤　智也（岩舟）、須田　啓一（野木・間々田）
　　　　　　　　　☆印が各諸役員の委員長
功労者表彰
　　仲島　和男（書記長）、福田　宏行（今市）
組織拡大表彰
　　氏家支部、上河内支部、国分寺支部
機関紙個人表彰
　　豊田　悦子（宇都宮）
祝電・メッセージ
＜全建総連関係＞
全国建設労働組合総連合　　　中央執行委員長　中西　孝司
全建総連東京都連合会　　　　執行委員長　　　管原　良和
神奈川県建設労働組合連合会　会長　　　　　　塚本　三千雄
千葉土建一般労働組合　　　　中央執行委員長　鈴木　徳男
全建総連千葉県連合会　　　　執行委員長　　　鈴木　友則
埼玉土建一般労働組合　　　　中央執行委員長　斉藤　顕
建設埼玉　　　　　　　　　　中央執行委員長　中村　正雄
山形県建設労働組合連合会　　委員長　　　　　佐藤　四男
全建総連茨城県建築連合会　　執行委員長　　　中野　進
全建総連群馬県建築業組合連合会 会長　森田　良雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか　役員一同
山梨県建設組合連合会　　　　会　長　中村  春彦
中央建設国民健康保険組合　　理事長　村上  雄一
＜友好団体＞
連合栃木　会長　吉成　剛
こくみん共済コープ栃木推進本部　本部長　印南　幸裕
中央労働金庫栃木県本部　常務理事　加藤　剛
株式会社栃木ファミリー
栃木県労働者福祉センター　理事長　森下　茂
＜政党関係＞
自由民主党　衆議院議員　簗　和生
立憲民主党　衆議院議員　福田　昭夫
参議院議員　渡辺　喜美
公明党栃木県本部代表　栃木県議会議員　山口　恒夫
国民民主党　栃木県議会議員　斉藤　孝明
社会民主党栃木県連合　代表　松本　昭一
立憲民主党栃木県第１区総支部長　渡辺　典喜       
大会祝金
（有）イリサワ商事　
（株）栃木ファミリー

組合結成 50 周年祝金
（株）栃木ファミリー
税理士法人アミック＆パートナーズあすなろ事務所
システム興産（株）

氏　　名 所属支部 氏　　名 所属支部
田野畑　卓　廣（矢　板）大　野　茂　男（宇都宮）
金　井　文　衛（矢　板）福　田　敏　夫（宇都宮）
森　　　秀　美（塩　谷）木　村　義　明（鹿　沼）
倉　持　　　功（喜連川）福　田　政　美（鹿　沼）
篠　𥔎　憲　一（高　林）加　藤　泰　美（鹿　沼）
菊　地　金　治（高　林）大　貫　孝　雄（鹿　沼）
佐　藤　冨士夫（野　崎）吉　田　　　実（鹿　沼）
加　藤　正　美（氏　家）川　島　正　教（鹿　沼）
鈴　木　賢　一（氏　家）櫻　井　　　正（鹿　沼）
篠　𥔎　次　男（黒　磯）鷹　觜　　　正（今　市）
高根沢　信　一（黒　磯）阿久津　正　美（今　市）
須　藤　修　一（南那須）足　澤　久　男（今　市）
薄　井　成　人（南那須）脇　島　　　勇（今　市）
大　笹　政　美（南那須）杵　渕　　　博（今　市）
高根沢　　　朗（大田原）手　塚　光　一（日　光）
大　島　貞　男（大田原）磯　　　康　男（芳　賀）
河　野　順　一（大田原）齊　藤　明　男（芳　賀）
南　　　　　學（大田原）栁　沢　　　正（芳　賀）
鈴　木　正　二（高根沢）磯　島　　　亨（芳　賀）
小　室　正　一（高根沢）新　沼　重　人（河　内）
小　林　一　久（高根沢）落　合　克　昌（河　内）
木　下　敏　男（西那須野）糸　井　悦　男（上河内）
斎　藤　　　稔（那　須）長　　　博　志（足　利）
室　井　正　志（那　須）長　　　晃　司（足　利）
藤　田　正　一（県北直轄）須　永　宏　一（足　利）
糸　井　光　二（宇都宮）清　水　憲　之（足　利）
島　田　幸　志（宇都宮）萩　原　　　茂（佐　野）
稲　田　常　男（宇都宮）時　田　富　王（佐　野）
永　島　和　男（宇都宮）松　島　栄　司（藤　岡）
石　塚　俊　治（宇都宮）谷　津　修　市（藤　岡）
宮　路　　　保（宇都宮）上　岡　利　男（藤　岡）
小　島　一　二（宇都宮）小　島　三　利（野　木）
荒　井　康　之（宇都宮）明　石　千　春（小　山）
谷　　　喜久男（宇都宮）渡　辺　輝　雄（小　山）
西　　　雅　之（宇都宮）青　木　誠　二（栃　木）
小　川　英　世（宇都宮）島　田　長　治（県南直轄）
石　川　忠　一（宇都宮）

 永年組合在籍者　◎ 65 歳以上で、15 年以上組合員とし
て在籍している方
今大会は73名の方が該当になりました。

　

６
月
25
日
宇
都
宮
市
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
て

開
催
さ
れ
た
第
51
回
定
期

大
会
お
い
て
建
設
栃
木
書

記
長
と
し
て
の
専
従
役
員

を
退
任
し
、
７
月
30
日
の

中
建
国
保
栃
木
県
支
部
定

期
総
会
で
県
支
部
事
務
局

長
と
し
て
の
職
務
か
ら
退

き
組
合
を
退
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
７
月
に
栃
木

建
労
の
書
記
と
し
て
入
局

し
、
39
年
間
全
建
総
連
の

活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
入
局
し
た
当
初
は
、

建
設
労
働
組
合
の
こ
と
な

ど
何
も
知
ら
ず
、
多
く
の

組
合
役
員
・
組
合
員
・
家

族
そ
し
て
書
記
局
の
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
こ
こ
ま
で
務
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

39
年
間
の
職
務
の
中
で

は
、
幾
度
と
な
く
、
困
難

を
抱
え
た
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
た
び
に
役
員
・

組
合
員
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
そ
し
て
協
力
し
団
結

し
な
が
ら
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
諸
先
輩
方
が
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
建
設

栃
木
の
『
建
設
労
働
者
・

職
人
の
社
会
的
地
位
の
向

上
』
に
向
け
た
活
動
に
参

加
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
う
と
と
も
に
、
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
活
動
の
中
で
は
、

税
金
対
策
活
動
に
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
相
談
を
導
入
し
、

組
合
員
・
書
記
局
の
負
担

軽
減
を
図
っ
た
こ
と
や
、

県
北
地
域
を
担
当
し
て
い

た
と
き
に
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
的
要
素
を
取
り
入

れ
開
催
し
約
３
６
０
名
の

組
合
員
・
家
族
が
結
集
し

た
「
第
一
回
家
族
ぐ
る
み

建
設
職
人
の
つ
ど
い
」、
東

日
本
大
震
災
復
興
住
宅

デ
ー
で
福
島
県
い
わ
き
市

の
仮
設
住
宅
に
住
む
皆
さ

ん
に
「
臼
で
つ
い
た
餅
」

を
振
る
舞
っ
た
活
動
は
今

も
脳
裏
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
建
設
職
人
・
労

働
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多

く
の
未
加
入
者
・
若
者
を

組
合
に
迎
え
入
れ
、
早
期

に
３
５
０
０
名
の
組
織
建

設
を
達
成
さ
れ
、
建
設
栃

木
の
更
な
る
発
展
、
皆
さ

ま
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

仲
島
　
和
男

組織拡大表彰

組合からも「ありがとう」

功
労
者
表
彰

栃木推進本部（栃木県労働者共済生活協同組合）



のびゆくなかま（3）　第 420 号 2021 年（令和 3年）9月 1日発行

１
．
一
般
会
計
予
算
案

　

組
合
費
は
現
行
通
り
で

す
。
予
算
編
成
に
あ
た
り

組
合
員
数
は
前
年
度
同
期

と
比
較
し
、
県
全
体
で
32

名
減
（
３
，
０
８
６
名
）

で
見
込
み
ま
す
。

２
．
特
別
会
計
等

　

遅
く
と
も
２
０
２
２
年

度
末
ま
で
に
は
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
ソ
フ
ト
を
導
入
で
き

る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

１
．
建
設
国
保
予
算
等

　

来
年
度
予
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
見
通
し

が
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や
地
元

選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
中
建
国
保
関
係

　

令
和
３
年
度
中
に
組
合

員
の
職
種
及
び
種
別
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

３
．
組
合
共
済
制
度
等

　

組
合
共
済
制
度
は
若
い

世
代
へ
の
給
付
の
追
加
等

を
検
討
し
ま
す
。

１
．
安
全
・
衛
生
対
策

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
年

度
内
に
２
回
開
催
し
ま
す
。

２
．
職
業
病
対
策
の
強
化

　

ア
ス
ベ
ス
ト
二
次
健
診
の

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

３
．
労
働
保
険
委
託
年
間

１
．
標
準
賃
金
、
実
質
賃

金
引
上
げ
運
動

　

後
継
者
を
育
て
ら
れ
る

賃
金
を
目
標
に
、
実
働
８

時
間
、
週
40
時
間
労
働
を

前
提
と
し
た
標
準
賃
金
＝

月
収
55
万
円
の
確
保
と
実

質
賃
金
日
額
２
，
０
０
０

円
以
上
の
引
上
げ
を
め
ざ

し
ま
す
。

２
．
賃
金
実
態
調
査
等 

１
．
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）

の
見
直
し
と
延
期
を
求
め

る
取
り
組
み

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
見

直
し
等
の
地
元
国
会
議
員

要
請
行
動
等
に
取
り
組
み

ま
す
。
今
年
10
月
１
日
か

ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
が
開
始
と
な
る

こ
と
か
ら
、
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

１
．
機
関
紙
活
動

　

中
央
紙
「
全
建
総
連
」

通
常
号
の
全
員
配
布
を
継

続
し
の
び
ゆ
く
仲
間
は
、

よ
り
身
近
な
機
関
紙
に
な

る
よ
う
に
め
ざ
し
ま
す
。

２
．
学
習
活
動

　

教
宣
大
学
へ
の
参
加
や

１
．
組
織
拡
大
月
間
の
通

年
設
定

　

組
織
拡
大
月
間
は
通
年

設
定
と
し
ま
す
。
９
月
に

組
織
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

計
画
し
ま
す
。

２
．
法
人
事
業
所
等
対
策

　

新
規
加
入
促
進
と
し
て

組
合
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

拡
大
促
進
チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
も
ら
え
る
、
建
設
職

１
．
第
44
回
住
宅
デ
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を

「
新
し
い
日
常
」
と
と
ら
え
、

１
．
後
継
者
対
策

　

全
建
総
連
青
年
技
能
競

技
大
会
は
来
期
の
大
会
出

場
を
目
指
し
、
練
習
に
専

念
し
ま
す
。

２
．
学
習
活
動

社
会
保
障対

策
部

税
金
対
策
部

労
働
対
策
部

賃
金
対
策
部

住
宅
対
策
部

技
術
対
策
部

財

政

部

教

宣

部

青

年

部

組

織

部

教宣
部
員
・
通
信
員
合
同

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
．
宣
伝
活
動

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

電
子
ブ
ッ
ク
（
イ
ー
ブ
ッ

ク
）
を
導
入
し
ま
す
。
組

合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
け
ん
ト
チ
く
ん
」
を
活
用

２
．
納
税
者
の
権
利
保
護

　

納
税
者
の
権
利
確
立
と

税
務
行
政
の
改
善
を
め
ざ

し
ま
す
。
大
衆
増
税
反
対

行
動
を
計
画
し
ま
す
。

３
．
税
金
対
策
活
動

　

組
合
員
の
自
主
的
な
申

告
を
支
援
で
き
る
体
制
を

か
た
ち
作
り
ま
す
。
税

対
活
動
の
資
料
代
を
３
，

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。

事
務
費
の
改
定
等

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
等
に
よ
り
、
郵
送
申
請

等
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

令
和
４
年
４
月
よ
り
年
間

事
務
費
の
値
上
げ
を
行
い

ま
す
。

４
．
給
付
基
礎
日
額

　

給
付
基
礎
日
額
の
引
き

上
げ
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

賃
金
運
動
の
基
礎
と
な

る
賃
金
実
態
調
査
・
奥
様

ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み

ま
す
。

３
．
県
内
大
手
住
宅
企
業
・

県
建
設
業
協
会
交
渉

　

賃
金
・
単
価
の
確
保
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
推
進
等
を
交
渉

す
る
予
定
で
す
。

人
に
配
布
し
て
も
ら
え
る

事
業
所
や
材
木
店
等
の
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
、
未

加
入
者
の
紹
介
や
組
合
事

業
説
明
会
へ
の
足
が
か
り

に
し
て
い
き
ま
す
。

３
．
主
婦
の
会
・
シ
ニ
ア

の
会

　

主
婦
の
会
会
員
の
募
集

の
支
援
を
し
ま
す
。
シ
ニ

ア
対
策
は
交
流
会
の
開
催

を
計
画
し
ま
す
。

計
画
し
ま
す
。

３
．
行
政
と
の
協
力
体
制

づ
く
り
に
向
け
て

　

災
害
協
定
締
結
の
推
進
、

災
害
協
定
を
結
ん
だ
支
部

１
．
学
習
会
、
組
織
拡
大

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
し
ま
す
。
組
織
拡

大
行
動
を
実
施
し
ま
す
。

２
．
県
青
年
部
住
宅
デ
ー

３
．
組
合
結
成
50
周
年

　

組
合
員
に
50
周
年
史

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
記
念
品

（
組
合
名
入
れ
今
治
タ
オ

ル
）
を
配
布
し
ま
す
。

４
．
そ
の
他
の
課
題

　

組
合
法
人
化
は
組
合
法

人
へ
の
新
た
な
課
税
等
が

危
惧
さ
れ
る
課
題
が
表
面

化
し
た
た
め
、
更
な
る
検

討
を
進
め
ま
す
。

要請ハガキ行動

真岡市と災害協定を結ぶ

み
ん
な
で
学
習

青
年
部
拡
大
行
動

実
施
可
能
な
取

り
組
み
を
探
り
、

今
出
来
る
活
動

の
計
画
・
実
行

を
呼
び
掛
け
ま

す
。

２
．
仕
事
確
保

運
動

　

増
改
築
相
談

員
研
修
会
、（
一

社
）
全
リ
協
講

習
等
の
開
催
を

の
代
表
者
が
集
う
会
議
の

開
催
検
討
、
栃
木
県
「
災

害
救
助
法
・
住
宅
応
急
修

理
制
度
」
の
周
知
・
募
集

を
行
い
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
木
造
建
築
塾（
主

催
：
栃
木
県
建
築
士
会
）

へ
の
参
加
の
呼
び
掛
け
、

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の

周
知
を
し
て
い
き
ま
す
。

３
．
資
格
取
得
を
推
進

　

全
建
総
連
資
格
取
得
報

奨
金
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を
求
め
ま
す
。

し
ま
す
。

４
．
教
育
活
動

　

機
関
紙
等
に
有
意
義
な

情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
組

合
員
手
帳
の
全
員
配
布
を

継
続
し
ま
す
。

　

下
野
三
楽

園
で
の
既
存

ベ
ン
チ
の
塗

り
替
え
修
繕

等
を
実
施
し

ま
す
。

３
．
県
内
・

県
外
活
動
の

充
実

　

青
年
層
の

要
望
等
を
実

現
さ
せ
る

た
め
、
基

本
組
合
や

全
国
の
仲

間
と
力
を
合
わ
せ
て
運
動

の
前
進
を
図
り
ま
す
。

４
．
青
年
部
補
助
金

　

支
給
方
法
を
現
金
か
ら

ク
オ
カ
ー
ド
に
改
め
ま
す
。

第51回定期大会

運 動 方 針
　　　　　　 （抜粋）

第51回定期大会

運 動 方 針
　　　　　　 （抜粋）
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９月
　４日（土）県青年部住宅デー

／下野三楽園　
　　　　内容　既存ベンチの塗り換え、
　　　　　　　修繕奉仕作業
　６日（月）矢板支部住宅デー

／城の湯温泉センター
　　　　内容　植木の剪定奉仕作業
　７日（火）教宣部員・通信員合同学
習交流会／鹿沼市　医王寺
１５日（水）建設栃木安全パトロール（１
日目）／栃木市内
１６日（木）建設栃木安全パトロール（２
日目）／大田原市内
　　　　　　
☆組織実増キャラバンを実施予定です。

　９月１３日（月）〜１８日（土）の
６日間、地域を絞ってコンパクトに実
施予定です。組合事務所周辺及び新築
着工戸数が伸びた市町を中心に、現場
や事業所、資材店等を訪問します。
　なお、今回のキャラバンでは、県内
全ての市町は回りませんので、各支部
におかれましては、このキャラバン実
施前後に合わせて拡大行動等を実施い
ただければ組織拡大への相乗効果が発
揮させると思われます。コロナ対策を
した上で、組織拡大に取り組みましょう。

　

つ
が
の
里
は
季
節
の
花

が
咲
き
、
農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
の
お
蕎
麦
は
地
元
の
方

の
手
打
で
お
ス
ス
メ
で
す
。

　

私
の
友
人
が
こ
こ
で
働

い
て
い
る
の
で
、時
々
行
っ

て
は
、
目
と
お
腹
の
保
養

を
し
ま
す
。
例
年
６
月
は

蓮
の
花
と
紫
陽
花
が
き
れ

い
で
す
。
春
の
桜
の
時
期

も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で

す
。
お
花
見
と
お
い
し
い

食
事
が
出
来
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

【
お
ス
ス
メ
の
場
所
】

　

つ
が
の
里　

　
　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　

栃
木
市
都
賀
町

臼
久
保
３
２
５

【
開
園
時
間
】

　

近
隣
の
高
齢
者
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
毎
週
水
曜

日
の
13
時
30
分
か
ら
15
時

ま
で
、
空
き
家
を
お
借
り

し
て
サ
ロ
ン
と
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。
脳
ト
レ
や
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
軽
く
体

操
を
行
っ
た
り
、
カ
ラ
オ

ケ
で
皆
さ
ん
喜
ん
で
帰
ら

れ
ま
す
。「
地
域
の
茶
の
間
・

康
守
さ
ん
ち
」
と
い
う
サ

ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
人

と
し
て
運
営
に
携
わ
り
今

年
４
月
で
10
周
年
を
迎
え

る
は
ず
で
し
た
。

　

毎
回
、
お
茶
と
お
茶
菓

子
が
出
て
２
０
０
円
頂
い

て
、
運
営
費
に
充
て
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
月
の
最
後
の

週
は
10
時
か
ら
11
時
30
分

は
「
市
の
出
前
講
座
」
を

利
用
し
た
学
習
会
を
開
き

ま
す
。
例
え
ば
「
認
知
症

の
方
の
接
し
方
」、
夏
な
ら

「
食
中
毒
に
気
を
つ
け
よ

う
。」
等
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

地
域
で
特
技
を
持
つ
方

を
講
師
に
、
歌
声
喫
茶
や

語
り
部
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
給

食
会
で
す
。
皆
さ
ん
、
一

緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
時
は
、
会
場
費
２
０
０

円
、
お
弁
当
代
３
０
０
円

で
す
。
お
弁
当
作
り
は
、

私
を
含
め
４
人
で
切
り
盛

り
し
て
28
食
く
ら
い
手
作

り
で
す
。

　

杖
を
つ
い
て
来
る
人
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て

く
る
人
、
い
つ
も
満
員
で

す
。
ま
た
、
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
長
も
毎
回
、
顔
を

出
し
て
下
さ
っ
て
皆
さ
ん
と

会
話
を
し
て
帰
ら
れ
ま
す
。

心
強
い
存
在
の
方
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
４
月
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
の
た
め
サ
ロ
ン
を
お
休

み
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
向
に
収

ま
る
気
配
も
な
く
、
諸
事

情
も
重
な
り
ま
し
て
、
閉

所
し
ま
し
た
。
平
成
23
年

４
月
の
開
所
か
ら
10
年
、

地
域
に
定
着
し
た
サ
ロ
ン

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
も
今
ま
で
お
手
伝
い
が

出
来
た
こ
と
、
そ
し
て
居

場
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
支
部西

浦
さ
ち
子

当面の予定

　収入源となる業務の喪失や売上の減少などが生じて所得が相
当程度まで下がった場合は、臨時特例措置として本人申告の所
得見込額を用いた簡易な手続きにより、国民年金保険料免除申
請が可能となっています。令和３年度も引き続き延長され、申
請手続きは令和３年７月１日より受付開始となっています。
１．対象者〈下記のいずれにも該当する者〉
①　令和２年２月以降に、新型コロナの影響により業務が失
われた等により、収入が減少したこと。
②　令和２年２月以降の所得の状況からみて、所得見込額が
国民年金保険料免除基準相当になることが見込まれる方。

２．対象期間
　　令和元年度分　令和２年２月分から令和２年６月分
　　令和２年度分　令和２年７月分から令和３年６月分
　　令和３年度分　令和３年７月分から令和４年６月分

（今回、新たに追加）
３．申請に必要なもの
・国民年金保険料免除・納付猶予申請書
・所得の申立書（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例
用））

４．注意事項
・任意加入被保険者の方は利用できません。
・付加年金や国民年金基金に加入している方は、免除が承
認されると利用できなくなります。

【お問合せ先】
　お住まいの市町、もしくはお近くの日本年金機構（年金事務
所）にお問合せ願います。

　一般社団法人住宅リフォーム推進協
議会（リ推協）では、全国の地方公共
団体が実施する住宅リフォーム支援制
度について消費者や事業者が広く利用
できるよう、各地の支援制度を容易に
検索できるシステムをホームページ上
で提供しています。

『地方公共団体における住宅リフォーム
に関する支援制度検索サイトアドレス』

https://www.j-reform.com/reform-support/

＊建設栃木のホームページ上のお知ら
せ欄にも掲載しています。

◆あたらしい仲間
　6月・7月の新加入者は 29 名

でした。掲載の許可をいただい

た方のみご紹介します。

《栃木》

　大工　　海老原　亘　さん

《南那須》

　電気工　矢澤　翔太　さん

《矢板》

　屋根工　落合　俊和　さん

新型コロナウイルス感染症の影響により
国民年金保険料の納付が困難の方へ

令和 3 年度 全国労働衛生週間

スローガン　『向き合おう！ こころとからだの 健康管理』
　　　　　本 週 間　2021 年 10 月 1 日〜 7 日    

　　　　　準備期間　2021 年 9 月 1 日〜 30 日

　全国労働衛生週間は働く人の健康の確保・増進を図り、快適
に働くことができる職場づくりに取り組む週間で、今年で第
72回を迎えます。
　この機会に自主的な労働衛生管理活動の大切さを見直し、積
極的に健康づくりに取り組んでみましょう。

令和 3年度版

『住宅リフォームに関する
支援制度検索サイトのお知らせ』
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